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第 73 回 応用森林学会大会 開催要領 
 

 

１．会 期    2022 年  11 月  12 日（土），13 日（日）の  2 日間   

 

２．会 場     

11 月 12 日（土）公開講演会 神戸ポートオアシス  多目的ホール  

（神戸市中央区新港町 5-2）  

11 月 13 日（日）総会・研究発表会 神戸市産業振興センター  

（神戸市中央区東川崎町 1-8-4）  

※総会・研究発表会会場は，当初予定した会場から変更になりました。  

 

３．主 催 応用森林学会   

 

４．共 催 一般社団法人  日本森林学会 

一般社団法人  日本森林技術協会  （予定）  

 

５．日 程  

 

月 日  時 間  事 項  

11 月  12 日(土)  

9:30 –  

 

10:00 – 16:00  

受付  

公開講演会（神戸ポートオアシス）  

「持続可能な都市山管理  

－六甲山の減災を考える－」  

（11:35-12:45 休憩）  

11 月  13 日(日)  

9:00 –  

10:00 – 12:00  

12:00 – 13:00  

13:00 –  

受付  

総会（神戸市産業振興センター802，803）  

（休憩）  

研究発表（同上）  

 

６．公開講演会「持続可能な都市山管理－六甲山の減災を考える－」 

       後援：兵庫県 神戸市  

 

第 1 部：都市山災害の歴史と課題を知り持続可能な社会を語る［基調講演］  

1. ハゲ山から森林への回復過程における斜面安定化  

堀田紀文（東京大学）  

2. 六甲山の森林の変化とこれからの課題～大径木化と照葉樹林化～  

山田裕司（ひょうご森づくりサポートセンター）  

3. 気候変動への適応と減災のための樹木根研究  

平野恭弘（名古屋大学）  
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第 2 部：樹木根系を知ることは持続可能な森林管理に貢献する［話題提供］  

1. 樹木根と炭素固定  

大橋瑞江（兵庫県立大学）  

2. 地中レーダで探る樹木根  

檀浦正子（京都大学）  

3. 根系三次元構造の復元と計量  

池野英利（福知山公立大学）  

4. 樹木の根が抱きかかえる土砂の量  

谷川東子（名古屋大学）  

5. 森林整備（間伐）の効果をスギ根系から評価する  

藤堂千景（兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター）  

6. コナラ根系の土壌を支える力は伐採で弱まる  

山瀬敬太郎（兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター）  

 

第 3 部：参画と協働で実現する持続可能な都市山づくり［話題提供・パネルディ

スカッション］  

1. 六甲山系グリーンベルト事業の取り組み  

山崎卓也（国土交通省六甲砂防事務所）  

2. 六甲山森林整備戦略と都市山防災林整備の取り組み  

田村悠旭（神戸市防災課）  

3. J-クレジットの取り組み～森林をマーケティング視点で評価する～  

浦上尚己（株式会社日本オフセットデザイン創研）  

4. 京大フィールド研の知見を生かした地域の経済活性化と森林保全  

徳地直子（京都大学）  

コーディネータ：大橋  

パネリスト：平野，田村，竹下洋一（兵庫県六甲治山事務所）  

川添拓也（こうべ六甲山私有林研究会），浦上，徳地  

テーマ：1) 基調講演及び話題提供に対する質疑応答  

    2) 減災研究と技術開発  

    3) 減災の担い手としての行政，市民，企業の役割  

司会：山瀬敬太郎 (兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター)  

 

 ※公開講演会に参加される方は，下記のサイト（URLもしくは QRコード）のフォームよ

り，事前申込をお願いします。[2022 年 11 月 7日（月）までに]会場に余裕がある場合

は、当日参加も可能です。 
https://docs.google.com/forms/d/1YEMNV4eTkCJzcbxUYrKhDagrj5-JCrwFegDJM7xZ5vM/edit 
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７．研究発表  
 

1．発表は，次の 13 部門に区分して行います。なお，本大会での発表は，提出された発

表要旨の内容に応じて，事務局が指定した区分で行っていただくこともありますの

で，よろしくご協力をお願いします。  

 

林 政 ・ 経 営 ・ 立 地 ・ 造 林 ・ 育 種 ・ 生 態 ・ 保 護 

特 産 ・ 防 災 ・ 利 用 ・ 緑 化 ・ 林業技術 ・ その他  

 

2．研究発表の時間は，15 分（発表 12 分，質疑 3 分）です。発表は液晶プロジェクター

で お願いします。OHP，スライドは使用できません。詳細な発表要領については後

日，学会大会ウェブサイトにてご案内いたします。 

 

3．研究発表に参加される方は，下記の申込書類等を，期限までにメールの添付ファイル

にて提出し，参加費をお支払い下さい（学生は無料）。研究発表しない場合でも参加

費が必要です。参加費の振込先は次項を参照して下さい。 

  大会参加・発表申込書と発表要旨の提出大会参加費の振り込みの期限は，いずれも

2022 年 10 月 3 日（月）です。 

 

① 研究発表する場合 [2022 年 10 月 3 日（月）までに] 

「大会参加・研究発表申込書」と「発表要旨」の提出 

「参加費」の振り込み （学生は無料）              

 

② 研究発表しない場合 [2022 年 10 月 3 日（月）までに] 

「大会参加・研究発表申込書」の提出 

「参加費」の振り込み（学生は無料） 

 

必要書類は，学会ホームページ（http://www.applforsci.jp/meeting.html）に掲載しますので，

各自ダウンロードして下さい。 

「参加申込書」「発表要旨」の提出先 E- mail:  afs73meeting@applforsci.jp  

 

※参加申込書のファイル名の「name」の部分を発表者の「ローマ字フルネーム」に修正

して送付して下さい。事務局より土日・祝日を除く平 日 48 時間以内に，受け付けた

旨返信致します。 

 

4．研究発表者は応用森林学会の会員である必要があります。2022 年度分の会費の納入

をお願いします。 会費納入先は次項を参照して下さい（ただし学生会員は会費無料

です）。現在会員でない方は，大会での研究発表に先立ち入会の手続きをお願いしま

す。 入会の詳細は学会ウェブサイト(http://www.applforsci.jp/proc.html)をご覧ください。 

 

８．参加費等  
 

公開講演会・総会への参加は無料です。 

研究発表への参加は，発表の有無に関わらず 2,000 円申し受けます。 

研究発表者は学会員資格が必要ですので，今年度の年会費をお支払い下さい。 

 ただし学生会員は参加費・年会費ともに無料です。各大学の先生方におかれましては，

学生の大会参加，発表に向けてご指導をお願いいたします。  

なお時節柄，懇親会は予定しておりません。 
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1．公開講演会・総会出席                                  無料 

 

2．研究発表参加費           2,000 円（学生は無料）  

振込先：ゆうちょ銀行 振替口座 01310-8-107303「応用森林学会大会実行委員会」 

[他行からの振込の場合] 

銀行名：ゆうちょ銀行   金融機関コード：9900  店番：139 

預金種目：当座      店名：一三九 店（イチサンキユウ店） 

口座番号：0107303 

※恐れ入りますが，振込手数料はご負担ください。 

 

3． 研究発表者は 2022 年度応用森林学会年会費をお支払ください。 

2022 年度応用森林学会年会費（2022/9/1～2023/8/31） 3,000 円（学生は無料） 

振込先：ゆうちょ銀行振替口座 01430-0-9037 「応用森林学会」 

[他行からの振込の場合] 

銀行名：ゆうちょ銀行 金融機関コード：9900  店番：149 

預金種目：当座     店名：一四九 店（イチヨンキユウ店） 

口座番号：0009037 

※年会費のお振込は，学会事務局よりお送りした振込用紙をご利用いただくと振込手数料

がかかりません。 

 

９．宿泊について  
 

大会事務局ではホテル等の斡旋は致しません。宿泊の予約は各自でお願い致します。 

この時期，周辺のホテルは混雑が予想されます。早めのご予約をお勧めします。  

 

10．大会事務局  

〒606-8502 

京都市左京区北白川追分町  

京都大学フィールド科学教育研究センター 

第 73 回応用森林学会大会事務局  

TEL&FAX：075-753-6431 

E-Mail：afs73meetingoffice@applforsci.jp 

（お問い合わせはできる限りメールでお願いします） 


